
量産技術開発急ぐ
炭
素
繊
維

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
炭
素
繊
維
は
鉄
に
比
べ
て
４
分
の
１
の
軽
さ
で

倍
の
強
度
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
自
動
車
や
航
空
機
な

ど
の
材
料
と
し
て
軽
量
化
さ
せ
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
を
削
減
で
き
る
素
材
と
し
て
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

東
レ
は
米
ゾ
ル
テ
ッ
ク
を
買
収

日
覚
昭
廣
東
レ
社

長

と
ゾ
ル
テ
ッ
ク
の
ゾ
ル
ト
・
ラ
ミ
ー
社
長

　
東
レ
は
、
ポ
リ
乳
酸
繊
維
「
エ
コ
デ
ィ
ア
」
を
使
っ
て
緑
化
に
挑
む
。
ユ
ニ
チ
カ

は
農
業
資
材
や
フ
ィ
ル
ム
で
実
績
の
あ
る
「
テ
ラ
マ
ッ
ク
」
の
ほ
か
、
ポ
リ
尿
素
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。
ダ
イ
セ
ル
ポ
リ
マ
ー
は
、
ダ
イ
セ
ル
グ
ル
ー
プ
が
生
産
す
る

酢
酸
セ
ル
ロ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
バ
イ
オ
マ
ス
素
材
を
開
発
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
分
野

で
素
材
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
す
る
中
、
日
立
造
船
は
結
晶
性
ポ
リ
乳
酸
の
量
産
化
を
検

討
。
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
裾
野
は
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

東レの生分解性処理
が可能な防塵防護服

需要囲い込みへ自動車にターゲット

砂
漠
緑
化
材
や
生
分
解
性
素
材

新素材で裾野広がる

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 １０月２９日 火曜日 　　

　
東
レ
は
、
ポ
リ
乳
酸
繊
維

「
エ
コ
デ
ィ
ア
」
の
展
開
を

積
極
化
し
て
い
る
。
２
０
０

７
年
に
エ
コ
デ
ィ
ア
を
使
っ

た
砂
漠
緑
化
資
材
を
ミ
ツ
カ

ワ
と
共
同
開
発
。
エ
コ
デ
ィ

ア
を
チ
ュ
ー
ブ
状
に
加
工
し

砂
を
詰
め
、
格

子
状
に
敷
設
す

る
。
中
国
の
砂

漠
地
帯
の
ほ

か
、
国
連
開
発

計
画

Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ

と
と
も

に
、
南
ア
フ
リ

カ
で
も
同
様
の

取
り
組
み
を
始

め
た
。
さ
ら
に
、
ポ
リ
乳
酸

不
織
布
と
生
分
解
性
柔
軟
フ

ィ
ル
ム
を
使
い
、
生
分
解
処

理
を
可
能
に
し
た
防
塵
防
護

服
を
開
発
。
防
護
服
は
約

日
で
生
分
解
処
理
に
よ
り
消

失
す
る
こ
と
が
同
社
の
分
解

試
験
で
分
か
っ
た
。

　
ユ
ニ
チ
カ
は
、
ポ
リ
乳
酸

を
使
っ
た
「
テ
ラ
マ
ッ
ク
」

と
ポ
リ
ア
ミ
ド
樹
脂
「
ゼ
コ

ッ
ト
」
を
販
売
し
て
い
る
。

テ
ラ
マ
ッ
ク
は
生
分
解
性
を

利
用
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
カ
バ

ー
プ
ラ
ン
ツ
用
シ
ー
ト
な
ど

で
実
績
が
あ
る
。
ゼ
コ
ッ
ト

は
ヒ
マ
シ
油
を
使
っ
て
お
り

融
点
が
３
１
０
度
Ｃ
以
上
と

高
い
の
が
特
徴
。
ゲ
ル
化
の

要
因
に
な
る
分
岐
構
造
が
従

来
の
ポ
リ
ア
ミ
ド
樹
脂
と
比

較
し
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、

フ
ィ
ル
ム
や
繊
維
な
ど
へ
の

展
開
も
期
待
で
き
る
。

年

に
稼
働
し
た
ユ
ニ
チ
カ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
タ
イ
で
も
生
産
す

る
。
こ
の
ほ
か
に
も
二
酸
化

炭
素
Ｃ
Ｏ
２

と
ジ
ア
ミ
ン

を
使
っ
た
ポ
リ
尿
素
を
開
発

中
。
量
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

計
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ダ
イ
セ
ル
ポ
リ
マ
ー
は
、

酢
酸
セ
ル
ロ
ー
ス
を
使
っ
た

「
セ
ル
ブ
レ
ン
Ｅ
Ｃ
」
を
開

発
。
独
自
開
発
の
非
フ
タ
ル

系
可
塑
剤
を
添
加
し
て
、
ポ

リ
乳
酸
よ
り
も
耐
衝
撃
性
と

耐
熱
性
を
高
め
た
。
酢
酸
セ

ル
ロ
ー
ス
は
木
材
や
綿
花
を

原
料
と
し
て
お
り
、
ダ
イ
セ

ル
グ
ル
ー
プ
の
主
力
製
品
。

セ
ル
ブ
レ
ン
Ｅ
Ｃ
の
植
物
由

来
比
率
は

―

％
と
な
っ

た
。
長
期
間
の
保
管
に
よ
る

可
塑
剤
の
揮
発
を
抑
え
る
こ

と
に
も
成
功
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
素
材
メ
ー
カ
ー
の
取
り

組
み
が
多
い
中
、
日
立
造
船

が
本
格
参
入
を
目
指
し
て
い

る
。
名
古
屋
大
学
の
野
村
信

嘉
准
教
授
が
開
発
し
た
触
媒

を
利
用
。
ラ
ク
チ
ド
を
重
合

し
て
ポ
リ
乳
酸
を
合
成
す

る
。
日
立
造
船
は

年
度
ま

で
に
グ
リ
セ
リ
ン
か
ら
ポ
リ

乳
酸
ま
で
一
貫
生
産
で
き
る

年
間

規
模
の
試
験
プ
ラ

ン
ト
を
整
備
す
る
計
画
だ
。

　
炭
素
繊
維
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
と

ピ
ッ
チ
系
が
あ
る
。
Ｐ
Ａ
Ｎ

系
は
ア
ク
リ
ル
繊
維
を
用

い
、
ピ
ッ
チ
系
は
コ
ー
ク
ス

生
産
の
際
に
副
生
産
さ
れ
る

コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
使
用
す

る
。
ピ
ッ
チ
系
は
三
菱
樹
脂

や
ク
レ
ハ
な
ど
が
高
い
シ
ェ

ア
を
持
つ
。

　
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
炭
素
繊
維
は
高

機
能
な
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ト
ウ

と
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
安
価

な
ラ
ー
ジ
ト
ウ
が
あ
る
。
ラ

ー
ジ
ト
ウ
は
東
レ
、
帝
人
グ

ル
ー
プ
の
東
邦
テ
ナ
ッ
ク

ス
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
３
社

で
世
界
シ
ェ
ア
の
６
―
７
割

を
占
め
る
と
さ
れ
る
。
炭
素

繊
維
単
体
で
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
ま
れ
で
、
炭
素
繊
維
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

が
一
般
的
だ
が
、
高
価
格
な

の
が
普
及
へ
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
各
社
と

も
自
動
車
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
量
産
技
術
の
開
発
を
急

い
で
い
る
。

　
東
レ
は
独
ダ
イ
ム
ラ
ー

と
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
独
Ｂ

Ｍ
Ｗ
と
自
動
車
へ
の
炭
素
繊

維
の
利
用
で
協
力
。
帝
人
も

米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ

Ｇ
Ｍ

と
量
産
車
向
け
技

術
を
共
同
開
発
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
東
レ
は
９

月
、
ラ
ー
ジ
ト
ウ
の
大
手
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
米
ゾ
ル
テ
ッ

ク
の
買
収
を
発
表
し
た
。
狙

い
は
廉
価
市
場
の
開
拓
だ
。

　
東
レ
に
よ
る
と
炭
素
繊
維

市
場
の
世
界
需
要
は
、
２
０

１
２
年
の
約
３
万
９
０
０
０

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ト
ウ
が
２

万
５
０
０
０

、
ラ
ー
ジ
ト

ウ
が
１
万
４
０
０
０

か

ら

年
に
は
約

万

レ

ギ
ュ
ラ
ー
ト
ウ
が
７
万
４
０

０
０

、
ラ
ー
ジ
ト
ウ
が
６

万
６
０
０
０

程
度
ま
で

高
ま
る
と
い
う
。

　
ゾ
ル
テ
ッ
ク
は
約
１
万
２

０
０
０

の
年
産
能
力
を
持

つ
。
将
来
的
な
成
長
が
見
込

め
る
ラ
ー
ジ
ト
ウ
用
途
で
も

需
要
の
囲
い
込
み
を
図
る
。

　
ピ
ッ
チ
系
で
は
三
菱
樹
脂

が

年
３
月
、
ハ
イ
エ
ン
ド

品
で
製
造
コ
ス
ト
を
従
来
品

の
半
分
以
下
に
抑
え
た
新
グ

レ
ー
ド
「
ダ
イ
ア
リ
ー
ド
Ｋ

１
３
Ｃ
６
Ｕ
」
を
発
表
し

た
。
剛
性
や
熱
伝
導
性
は
維

持
し
つ
つ
、
コ
ス
ト
低
減
の

モ
デ
ル
で
普
及
を
狙
っ
て
い

る
。


